


最初に、引っ掛けフックをガード後の外周部の最上凱＝合わ
せて、掛けてください。

つぎに、ガード前とガード後の外周部を合わせ、上から順に

ロック式のフックを掛ナて外周部をを固定します。

■使用方法
△　 注　　 意

1 ・電源棲続 の軌 こ、必ず電源 コー ド先の プ ラグ部 よ り出 ているアース ク リップを使 ってアー ス端子 に楼

概 して ください。

また・電源 コー ド（プ ラグ）をコ ンセ ン トに接続 す る前に、スイ ッチが切 れ ている ことを確認 して くだ

さい。

2 ． 明 るいと ころで使 用 して ください。

3 ．作 業の軌 は、安定 した状態で使 用 して くだ さい。

4 ・器 具の擢拭、鞘藍 の掛は、安全の ため必ず電源 コンセ ン トよ り電源 コー ド（プラグ）を外 して くだ さい。

5 ・安 全の ため・必ず保穫 めがねや粉 しんの 多い作業 では妨 じん マスク な ど保護具 を使 用 して くだ さい。

●電源の接続とスイッチの操作
■スイッチは、押しボタン式です。

上から順l二、1＝強、2－＝中、3こ；臥0三三切、となって
います。

1から3まではスイッチを入れる（押す）と他のスイッ
チに比べ凹となります。

0（赤色）亡軌は押しても見た目は元の状態に復帰し
ています。
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このたびは、リョービ工場扇をお買上げいただきありがとうございます。安全に能率よくお使いいただくた

め、ご使用前にこの取扱説明書を最後までよくお臨みください。使用上の注意事項・本位の能力・使用方法

など十別こご理解のうえで正しく、安全にご使用くださるようお臥、いたします。

注意文の △警告 △注意 の意味について

ご使用上の注意事項欄垣重要と匡重要に由していますが・それぞれ次の意味を表します。

なお、匡亘劃＝珊した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があ。ます。いずれも
安全に関する重要な内容を紀敲しているので必ず守ってください。

誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容のご注意。
誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみ・票封

匡重訂匡亘釘意外に鮎の附け・酢・メンテナンス等に附る壬要はが那画にて表示
しています。安全上の注意書項と同機必ず守ってください。

■安全上のご注意
●火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐため・次に述べるr安全上の注意Jを必ず守ってください。

●ご使用鰍二、二のr安全上のご注乱すべてをよくお統みの上・指示に従って正しく使用してください。
●お洗みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

△　　警　　告

1．作巣増は、いつもきれいに保ってください〇
・ちらかった場所は、事故の原田となります。

2．作業場所の周囲状況も考慮してください〇

・雨中で使用したり、湿った、またはぬれた場所で使用しないでください。
・作業場は十分に明るくしてください。

・可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください0
3．感電に注意してください。

・級根を使用中、身体をアースされているものに接触させないようにしてください。

（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）
4．子供を近づけないでください。
・作業者以外、機械やコードに触れさせないでください〇

・作集者以外、作業場へ近づけないでください。

5．使用しない場合は、きちんと保管してください〇
・乾燥した場所で、子供の手の届かない高い所または錠のかかる所に保管してください。

6．無理して使用しないでください。
・安全に能率よく作業するために、機械の能力に合った速さで作業してください。

7．作業に合った機械を使用してください〇

・小型の機械やアタッチメン日は、大型の機械で行なう作業には使用しないでください。
・指定された用途以外に使用しないでください。
8．きちんとした服装で作業してください〇

・だぶだぶの衣服やネックレス等の装身具は、回転掛＝巻込まれる恐れがありますので譜用しないで
ください。

・屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑止めのついた履物の使用をお勧めします。

・長い髪は、帽子やヘアカバー等で覆ってください。
9．粉しんのある場所では、保穫メガネを使用してください〇

・状況に合わせ保穫メガネを使用してください○また・粉じんの多い作業では・防じんマスクを併用
してください。

10．電源コードを乱暴に扱わないでください〇

・電源コードを持って機械を選んだり、電源コードを引っ張ってコンセントからプラグを抜かないで
ください。

・電源コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。
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△　　警　　告

11．機械や物をしっかりと固定してください。

●物を固定するために、場合によってはクランプや万力などを利用してください。
12．無理な姿勢で作業をしないでください。

・常に足元をしっかJさせ、バランスを保つようにしてください。
13．機械は、注意深く手入れをしてください。

・安全に能率よく作業していただくために・機欄は常に手入れをし、よく切れる状態を保ってください。
・注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。

●電源コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買上げの踵売店よもはリョービ顆売営巣所
に修理を依執してください。

・延長つ一ドを使用する場合は・定期的に点検し、損傷している場合には交換してください。
・操作軌は常に乾かしてきれいな状態を保ち、油やグリスが付かないようにしてください。
14・次の場合は・機械のスイッチを切り、プラグを電源から放いてください。
・使用しない、または、修理、点検する場合．
・部品等を交換する場合。
・その他危険が予測される場合。

15・闊箭キーやレンチ等工具は、必ず取外してください。

●電源を入れる前に、隅削＝用いたキーやレンチ等の工具類が取り外してあることを確認してくださ

’6●・芸悪讐禁器嘉主警告チ。舶あててはこぼないでください。
・プラグを電源に差し込む前に、スイッチが切れていることを確かめてください。
け・屋外使用に合った延長コードを使用してください。

・屋外で使用する場合・キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延長コードを使用してく
ださい。

18・油断しないで十分注意して作業を行ってください。

■機械を使用する鱒合は、取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分注意して慎重に作業してくだ
さい。

・常級を働かせてください。

・疲れている場合は、倭用しないでください。

19．楓傷した部品がないか点検してください。

・使用軌＝・保穫カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作動するか、また所定機
能を発坪するか確認してください．

・可動部分の位置明整および締付け状乱部品の破臥．取付け状臥その他運輸＝影響を及ぼす全て
の箇所に異常がないか確認してください。

・損傷した保環カバ」、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従ってください。取扱鋭明
義に緒示されていない場合は・お買上げの販売店またはリョービ販売営業所に修理を倭潤してくだ
さい。

スイ・yチが故障した場合は・お買上げの飯売店またはリョービ販売営業所で修理を行なってください。
●スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は、使用しないでください。
20．指定の鐸晶を僅用してください。

・本取扱悦明雷に紀戴されている部品以外のものを使用すると、事故やけがの倭国になる恐れがある
ので使用しないでください。

21・機械の修珪は、専門店に依頼してください。

・本製品は、該当する安全規格に適合していますので改造しないでください。

・修理は・必ずお買上げの髄売店またはリョービ餓売営業所にお申し付けください。修理の知級や技
術のない方が修理しますと・十分な性能を発揮しないだけでなく、事故やけがの原因になります．

騒音について

ご使用に倖し・周囲に迷惑をかけないように・・各都道府県等の条例で定める騒音規制値以下でご使用に
なる必羊があります。必辛に応じてしゃ音壁を扱け的としてください。
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●工場扇ご使用上の注意
先に機械工具として共通の注意事項を述べましたが、工場扇として、さらに次に述べる注意事項を守って
ください。

△　　警　　告

1．使用電源は銘柄に表示してある電庄で使用してください。

2．本楓は屋内用です。雨中などでの使用はしないでください。

防水構造ではありません。
モーター部が濁れるような使い方をされますと、モーターの絶縁低下、感電事故や錆発生の原因と
なります。

3．風の強い場所では、倭用しないでください。
本機は平．岨な場所で使用しないでください。

機体が倒れけがや事故の原因となります。

4．首振りでご使用される場合、障害物に当たらないよう周囲のスペースを多めに取ってください。
5．工場肩が使用中に転倒した時はただちに電源を切り、機本を立て直してください。また、機体に破

楓や変形がないことをよく点検してください。
・破損や変形があるまま使用するとけがの原因になります。

6．引火の恐れのある揮発性可燃物（シンナー、ガソリン等）や化学薬品、薬剤顆周辺での併用は、引
火爆発の原因となったり変形変賞の原因となりますので、絶対にしないでください。

7．小さいお子様のいるそばでは使わないでください。
また、小さいお子様には絶対に操作をさせないでください。

8．運転時にガーネット内や回転節分に指、物等を絶対に入れないでください。
けがの原因になります。

9．延長コードを饉用するときは、アース縁を備えた3芯コードを使用してください。
・アース線のない2芯コードですと、感電事故の原因になります。

10，捷径の絆い延長コードやコードリールを使用しますと、電圧降下により能力が低下したり発熱の原
田となります。

捷径は、2ミリ以上のコードを使用してください。
11．コードの上を台車等で踏むと、断線やショートの原因になりますので絶対に行なわないでください。

12．アースの接続は、確実に行なってください。

・爆発、引火の恐れがあります。絶対にガス管などをアース増子に綾織しないでください。
13．ご使用前には、必ず取扱説明書を十分観み、指定された以外の用途にはお使いにならないでください。
14．使用中、機体の隅子が悪かったり異常音がしたときは、直ちに電源を切り使用を中止し、お買上げ

の臆売店またはリョービ販売営業所に点検、修理を依頼してください。

そのまま使用していると、けがや事故の虜囚となります。・

△　　 注　　 意

1 ．器具 の綾 織、 鯛登の際 は安全のため必 ず電 源 コンセ ン トか ら電源 コー ド （プラ グ） を取外 して くだ

さい。

2 ．本椴 の姐付 けは取扱睨明書 の手順 に従 って、確 実 に行 なって くだ さい。

確 実で ない と、使 用 中や運搬 時に外れた りして けがの原因 となった り、機械 損傷の 原因 とな ります。

3 ．運転 は，安 定 した状態 で行 な って くだ さい。

4 ．運転時 は、 モー ター冷却用の吸気 口はふ さが ない で くだ さい。

モー ター過熱 か らモー ター焼損故障 の原 因 l＝な ります。

5 ．本機 を運転 した まま （スイ ッチを入れた まま）放置 しないで くだ さい。

けが や事故 の原 因 とな ります。
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モ　 デ　 ル F－451
電　　　 源 単相1∝IV ・劉Hz／餌Hz

定 格 電 沈 く弧Hz〉（強）2．10A 、（中）1．35人、（弱）1．10A

く餌Hz〉（強）2．遡A、（中）1．57A、（弱）1．3加

く劉HZ〉（強）210W 、（中）1おW、（弱川 0W消 費 電 力

　 く餌Hz〉（強）262W 、（中）176W 、（弱）140W

側 Hz〉（射 1・350rpm ・（中）1－200 rp－n、（弱）1．P弧叩m回　 転　 数

く餌Hz〉（削 1′500 rpm （中）1■370rpm 、（郵 1．240rp汀l

くⅦHZ〉憧 ）4∞m／分、（中）遮3m ／卦、（弱）刃2汀．／分風　　　 速

く駈HZ〉憧 ）4甜m／卦、（中）397m／分、摘 ）罰 m／分
巧OHz〉佃 ）190m ソ′分、（中）けOm，／久 博 ）1咄扉／分風　　　 量

く即Hz〉（強）230m ソ 久 （中）185m ，／分、摘 ）140が／分　固定／左45㌧ 右45●（町 ）　　上30㌧ 下10°
首薫り角度

上 下 角 度

フ アン径

コード長さ
機 体 寸 法

¢4刃m ・4 枚羽根

2 m
幅 ×轍）（ 行き）刀0× 高さ）1 300 －1 400 柵

本 体 重 量 8．5旬

l用途
送風及び塵冷

く具体即・工場：熱気、粉塵の排気換気空冷、送風など。
・農　業：夜畜舎などの送臥換気空冷、凱i、んの乾燥など。

・その他：集会場・倉庫、発熱横線の冷臥ハウス内の換気送風など。
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｛組立て
△　　 警　　 告

1 ．組立 ての際は、電源コー ド（プラグ）はコンセン トに接続しないで ください。

不意にモーターが回転するとけがの原因 とな ります。
2 ．ボル ト類は決められた手順に従 って、指定のものを確実に持付けて ください。
締付けがゆるいと、使用中に取付けたものが外れ分解、転倒等の原因となります。

3 ．高さ明藍で上に持ち上げる時は、指定の位膚 より上に持ち上げないでください。

無理に持ち上げると、落下事故等の原因となります。

1．スタンドパイプ上とスタンドパイプ下（ゴム付）を姐付
けます。
・スタンドパイプ下（ゴム付）のパイプの開口部にスタ

ンドパイプ上の細くなっているパイプを合わせ、差し
込んでください。

接続部の穴位置を合わせ、スタンド捷続ボルトにバネ

座金を通し、抒付けてください。締付けは、1伽mのスパ
ナ、または⑳ドライバ恥3）か、7m前後の◎ドライ

バを使って確実に締付けてください。
同じ要領で3本のスタンドパイプを接続してください。

2．綾続の出来たスタンドパイプを、スタンn軋立て金具に

取付けます。

・高さ位置決めノブの付いたスタンド組立て金具を中
心に、3本のスタンドパイプのゴム脚がそれぞれ外側

を向くよう、スタンド組立て金具の取付け部にスタン

ドパイプを差し込んでください。

この時、捷統部分の界位置を合わせ、スタンド固定ボ
ルトを通してくださ‾い。

・接続部分から外に出た、スタンド固定ボルトの先にバ
ネ座金を通し、12mのスパナを使って、ナットを確実

に締付け固定してくだい。

スタンドパイプ1本にスタンド固定ボルトが2本、計
6ヶ所の締付け固定をしてください。
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3．スタンn阻立て金具にモーター組立てを取付けます。

・スタンド組立て金具の高さ位置決めノブをゆるめた
のち、モーター組立てのシャフトをスタンド組立て金

具の中央の穴に通します。
モーター組立てを任意の高さに合わせてから、高さ位

置決めノブを締付け固定してください。
ノブの締付けは、確実に行なってください。

應‾
スタンド組立金鼻

モーター組立ての最高高さ位置は、スタンド組立て金

具の下瑞とモーター組立てのシャフトの下端が同じ

高さになるまでとして、これ以上は上に持ち上げない
でください。

4．ガードとフアンの取付け
・モーター組立てに、ガード後を取付けます。

モーター組立ての前側に、ガード後を取付けます。

モーター組立ての前面の突起に、ガード後の位置合わ
せの穴を合わせます。

つぎに、丸預◎ネジを◎ドライバ小色3）を使って4ヶ
所均等に締付け、ガード後をモーター組立てに取付け

てください。

丸頸◎ネジは、7mm前後の㊤ドライバでも紆付けられ
ます。
確実に締付け、固定してください。
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．ガード後にガード前を合わせて取付けます。
ガード前の外周掛こ引っ掛ナフックが1ヶ所、ロック

式のフックが4ヶ所付いています。

△　　注　　意

ロック式のフックは、工場出荷の掛＝防錆塗装の兼ね

合いから固着していることがあります。

前もって、ラジオベンチなどを使って支点を軸に開く
ように隅整してください。

無理に開くと、フックが変形したり・場合によっては

破損することがあります。
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最初に、引っ掛けフックをガード校の外周部の最上軌＝合わ
せて、掛けてください。

っぎに、ガード前とガード後の外周部を合わせ、上から掛こ
ロック式のフックをゼ目すて外周訪をを同定します。

■ 使 用 方 法

△　　 注　　 意

1 ．電波接続の前に、必ず電源コー ド先のプラグ部より出ているアースクリップを使ってアース童子に嬢

続 して ください。
また、電源 コー ド（プラグ）をコンセン トに接統する前に、スイッチが切れていることを確認 して くだ

さい。
2 ．明るいところで倭用 して ください。
3 ．作業の際は、安定 した状態で使用 して ください。
4 ．器具の接続、調整の際は、安全のため必ず電源コンセントより電源コー ド（プラグ）を外 して ください。
5 ．安全のため、必ず保護めがねや粉 じんの多い作集では妨 じんマスタなど保護具を使用 してください。

●電源の接続とスイッチの操作
・スイッチは、押しボタン式です。
上から原に、1＝強、2＝中、3＝弱、0＝切、となって

います。
1から3まではスイッチを入れる（押す）と他のスイッ

チに比べ凹となります。

0（赤色）ご切、は押しても見た目は元の状熱に復帰し
ています。

－8－



・電源の接続の前にこアースを舶してください。

電源コード先（プラグ）のアースクリップを使って、ア
ース増子に接続してください。

専用のアー硝子が如、ときは・アース削瑚副を

使って確実にアース相れるようにしてください。
＊アース工事は・専門の資格を持った電気工事業者に依
頼してください。

・一度「OJのスイッチを押し、スイッチが切れているこ

とを咄してから・電海コード先にプラ相を電源コ
ンセントに羞し込みます。

・状況に合わせ・且に鮎をr－硝Jからり＝軌に均
整してください。

使わないときは・スイッチを切って電源コード（プラ
グ）を電源コンセントから軌、てください。

●首振り角度の調整
1．左右首振り

・モーター組立て上部の首削つまみを下へ押し下
げると・トターが国転しているとき、左右印度の
扇型の軸で（水平に）息を送ることができます。（首
振り改定）

また・細りつ紬を上に持ち上げた状掛こすれ吼
一定方向に風を送ります。佃定）

1・風の方向を変える時、ガー

変えないでください．
ドを持って無理l＝方向を

必ず高さ位置決めノブをゆるめてから方向を変える

か・全体を持ち上げて方向を変えてください。

なお・全体を持ち上げるとさは・安全のため必ずスイ
ッチを切ったのち電源コード（プラのをコンセント
から軌、てください。

2・上下角度の閂整

●モーター組立てを持って上下角度の鯛塾を行なって
ください。
クリックに

できます。
より上凱こ2餓・下軌こ2段階の閂登が

一・・，一一

l

J
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■ご使用方法
△　　警　　告

1．使用電源は、銘板に表示してある電圧で使用してください。
また、アースは必ず取って（接地）してください。

2．引火の恐れのある揮発性可燃物（シンナー、ガソリン割や化学薬品・薬剤規周辺での使用は引火爆発
の原因となったり、変形変質の原因となりますので絶対に行なわないでください。

3．本凱ま、平坦な場所で使用してください．
4．本機は屋内用です。

・決して雨中などでの使用はしないでください。
・防水構造ではありません。
モーター部が濡れるような使い方をされますと、モーターの絶繰低下や感電事故、錆発生の原因とな

ります。

・風の強い場所では使用しないでください。
機体が倒れけがの原因となります。

5．運転中は、ガード内や回転部分に指や物を絶対に入れないでください。
6．運転中は、モーター冷却用の吸気口をふさがないでください0

7．首振りでご使用の場合は、陣書軌＝当たらないように周臥こ十分なスペースを取ってください。
高さ綱整、上下角度の明藍は、必ず電源を入れる削こ行なってくたさい。

8．小さいお子様のいるそばでは使わないでください。
重た、小さいお子様には絶対に操作をさせないでください。

9．電源を入れたまま放置しないでください。

18．濯転終了直後は、モーター内部が無くなっています。
モーター組立ての下側のプラスチックカバーの開口部から内執＝指などを入れないでください。

やけどをする原因になります。

1．工場扇を予定の使用する場所に設置してください。
2．音訓こ異常がないことを確認したのち、高さ鯛整が必要
な時は高さ憫整を行なってください。

また、上下角度の嶋藍や首振り設定を行なう場合も事前
に行なっておいてください。

【注意】

・首撮り校定から固定への切換え、または逆の投定も運
転中に出来ます。

3．スイッチが切れていることを確級したのち、電濃コード

（プラグ）を電海コンセントに綾概してください。
続いてアースも横地してください。

4．好みに合わせ、任意の風の強さのスイッチ（1、2、3）を

押して運転を開始してください。
状況に合わせて首振り設定を行なってください。

5，運転を終了したときは、スイッチを切ったのち電源コー
ド（プラグ）をコンセントから抜き、本機の周囲に電源コ

ードをまとめて収納してください。

ーIO－

／／／／／′‾



△　　注　　意

1．本体を持ち上げるときは、ガード部分を持たないでモーター組立ての下やスタンド組立て金具・スタ
ンドパイプなどを両手で確実に持って遷撚してください。
ガード部分を持つと、本体重量からガード部分が変形することがあります。

1．移動、遅滞の際は、各部のネジ（ノブ）規が確実に締付け
られていることを確認したのち、静かに本機を持ち上げ

て移してください。
この時、電源コードの取扱いに注意してください。

なお、スタンドパイプのゴム脚を引きずらないようにし

てください。
2．長い距離を運撒するときは、不安定にならないよう、例
■－えはスタンド組立て金具よりモーター組立ての下のシ

ャフトを引き抜き、2つに分解してから蓬艶を行なうな

ど、十分考慮してください。
なお、いずれの場合もガード部分に不要のカが加わらな

いようにしてください。

⊥保守と点検
・使用後は、各執こネジのゆるみや異常がないか点検してください。
異常があったときは、お買上げの頗売店またはリョービ販売営業所に修理を依頼してください。
・ガード、モーター臥スタンドパイプ、電源コードなどは乾いた布などで汚れを拭き取l川、つも清潔に保って

ください。
モーター部には、水を掛けないでください。

防水構造ではありません。

・揮発系の溶剤やガソリン、シンナーなどでは洗ったり、拭いたりしないでください。
・長期間使用しないときは、屋内の直射日光が当たらない、涼しいところで保管してください。
小さいお子様の手の届かない、落下などの恐れのない安定したところで保管してください。また、ホコりよけ

のためビニールシートなどカバーをかけてください。

部品ご入用、故障の場合、その他取払い上ご不明

の点があった場合には、ご遼慮虻くお買上げの

販売店、またはリョービ姫充営業所にお問い合わ

せください。

●改良のため、お断りなく製品仕様が変わることがあります。

訂佗脚l　器●ピ販亮株式会社
／

一日一

リョービ株式会社


